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　近畿圏は、京都市・大阪市・堺市・神戸市の大都市や大津市・姫路市・
奈良市・和歌山市等の中核都市が共存する多核型の都市圏です。このよ
うな特徴的な構造を持つ都市圏の活性化に資する総合都市交通体系を
確立するためには、広範囲な地域間の連携が不可欠です。

　このため、京阪神都市圏交通計画協議会※では、人の動きに着目したパー
ソントリップ調査を昭和45年（1970年）に初めて実施し、その後10年ご
とに５回の調査を行い、都市交通政策の検討に活用してきました。

　令和３年（20２1年）には「第６回近畿圏パーソントリップ調査」を実施
し、神戸市では、約７千世帯・約1万3千人の方からご回答（調査票の返
送・インターネットによる回答）をいただきました。　大変多くの方々にご
協力いただき、誠にありがとうございました。

　本書は、第６回近畿圏パーソントリップ調査結果から、主な項目につい
て神戸市を中心に取りまとめたものです。皆様が交通についてお考えに
なる際に、少しでもお役にたてれば幸いです。
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※ 京阪神都市圏交通計画協議会
　 国土交通省、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、京都市、大阪市、堺市、神戸市、西日本高速道路株式会社、
　 阪神高速道路株式会社、独立行政法人都市再生機構、関西鉄道協会、近畿バス団体協議会



人の1日の動きの例 調査圏域図

1つのトリップ及び代表交通手段の例
このトリップの代表交通手段は鉄道

第6回パーソントリップ調査の概要
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パーソントリップ調査とは
パーソントリップ調査（パーソン＝人、トリップ＝
動き）とは、「いつ」「どこから」「どこまで」「ど
のような人が」「どのような目的で」「どのよう
な交通手段を利用して」移動したのかについて
調査し、人の１日のすべての動きをとらえるも
のです。

調査の対象
調　査　日 ：令和３年９月～11月　

平日・休日各１日
調査対象者 ：近畿圏全域（２府４県）にお住ま

いの５歳以上の方を無作為に
抽出

調 査 手 法 ：郵送配布、Web・郵送回収

第6回調査の特徴
①Web回収を中心とした調査手法の拡大
②スマートフォンを活用したアプリによる
回答手法の導入など、新たな取り組み
を実施しています。また、新型コロナウ
イルス感染症拡大による外出状況の変
化（頻度や移動手段の変化）を捉える補
完調査をあわせて実施しました。
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用語の説明

人がある目的をもって「ある地点」から「ある地点」へ移動する単位
で、移動の目的が変わるごとに１つのトリップと数えます。

１人１人の動きを「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側
と到着側をそれぞれ「トリップエンド」といいます。

ある地域内に出発地または到着地を持つ人の移動の合計で、「トリッ
プエンド」を集計したものです。

ある地区内に住んでいる人が１日に行うトリップの総数です。

ある地区内に住んでいる人が１日に行う平均のトリップ数です。

鉄道、バス、自動車、二輪(自転車、原付、自動二輪車)、徒歩、その他
(飛行機や船等)があり、１つのトリップの中でいくつかの交通手段を
用いている場合は主な交通手段を代表交通手段としています。
鉄道→バス→自動車→二輪（自転車、原付、自動二輪車）→徒歩の順
で、最も優先順位の高いものとしています。
（例：会社への出勤トリップ及び代表交通手段（この場合は鉄道））

トリップ

対象地域における居住人口です。夜間人口
居住人口のうちある１日に外出した人口です。外出人口

ある１日に外出した人数の全人口（夜間人口）に対する割合です。外出率
ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合です。交通手段分担率

トリップエンド

出勤・登校・自由・業務・帰宅に分けられます。自由は買物、食事、レ
クリエーション等の生活関連のトリップ。業務は打合せ・会議、販売・
配達、作業、農作業等の仕事上のトリップです。

トリップの目的

発生集中量

生成量

生成原単位

代表交通手段

その他、ご覧いただく上での
注意事項

●本調査では物の動きにかかわる貨物車や営
業用車（営業貨物車、タクシーなど）の運行に
関する交通は調査の対象外としています。

●各図表の合計値や伸び、構成比の値は四捨五
入のため、内訳数値から算出される値と一致
しない場合があります。
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調査対象圏域に
ついて

第６回近畿圏パーソントリッ
プ調査では、近畿全域（２府
４県）を調査対象圏域として
います。
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※この例では、X地域の生成量＝5トリップ(図中の　　　　の数)
                  X地域の発生集中量＝4トリップエンド(図中の　 と　 の数）

X
地
域

7：42 8：36 13：08 13：24

15：3216：0118：5719：4020：1320：19

川西市

宝塚市

伊丹市

尼崎市
西宮市

猪名川町
三田市

加東市

小野市

稲美町

加古川市

明石市

神戸市播磨町

高砂市

姫路市

淡路市

洲本市

南あわじ市

芦
屋
市

丹波篠山市

西脇市

三木市

豊岡市

養父市

香美町

新温泉町

朝来市

丹波市宍粟市

佐用町

上郡町

赤穂市

相生市

たつの市

太子町

神河町

市川町

福崎町

多可町

加西市

有効回答数
回収世帯数

986
71
82
223
182
80
70
62
114
33
69

有効サンプル数
1,922
153
164
439
366
162
140
113
194
63
129

注）京都府域は京都市、大阪府域は大阪市と堺市、
　　兵庫県域は神戸市を除く

（単位：百世帯、百人）
府県政令市
近畿圏計
滋賀県
京都府域
大阪府域
兵庫県域
奈良県
和歌山県
京都市
大阪市
堺市
神戸市



結果の概要

03

(1) 夜間人口の推移

◆ 神戸市の夜間人口（5歳以上）は、平成22年から令和3年にかけてほぼ変化はありませんが、年齢
構成比を見ると、高齢者（65歳以上）の割合は約7ポイント増加し、15～64歳では約6ポイント減少
しています。

◆ 区別の夜間人口（5歳以上）を見ると、平成22年から令和3年にかけて、東灘区から兵庫区にかけ
ての東部で増加しており、特に中央区の増加が多くなっている一方で、長田区～垂水区の西部と、
西区、北区の内陸部では減少しています。

（2）将来人口の推移

◆ 神戸市全体の将来人口については、令和2年（2020年）から令和22年(2040年)にかけて約
15%減少する一方で、高齢者人口は約11%増加し、50万人を超えると見込まれています。

◆ 区別の将来人口については、令和2年（2020年）から令和12年（2030年）までは増加します
が、その他の8区ではすべて減少が進むと見込まれています。最も減少幅が大きいのは北区で、令
和22年(2040年)には約26％以上減少すると見込まれています。

（1）総トリップ数と1人当たりトリップ数

◆ 神戸市の平日の発生集中量を見ると、平成22年から令和3年にかけて16%の減少となっていま
す。休日では平成22年から令和3年にかけて14%の減少となっており、平日よりも減少割合が少
し小さくなっています。

◆ 年齢階層別の生成原単位を見ると、平成22年から令和3年にかけて平日ではすべての年齢階層に
おいて減少しており、特に20～29歳の減少割合が大きくなっています。休日では、75歳以上を除
くすべての年齢階層において減少しており、特に19歳以下の減少割合が大きくなっています。

（2）目的別及び代表交通手段別トリップ数

◆ 発生量・集中量におけるトリップの目的構成比の平成22年からの推移を見ると、平日では出勤目
的の割合が増加する一方で、業務目的や自由目的では減少しています。一方で、休日ではいずれの
目的においても大きな変化は見られません。

◆ 発生集中量におけるトリップの代表交通手段構成比の平成22年からの推移を見ると、平日では大
きな変化は見られません。一方で、休日では徒歩の割合の増加と自動車の割合の減少がやや大きく
なっています。

（1）目的別に見た利用交通手段

◆ 目的別の代表交通手段構成比の平成22年からの推移を見ると、出勤目的では鉄道の割合が2.1
ポイント増加し、登校目的では3.7ポイント減少しています。一方、自由目的では自動車の割合が
1.6ポイント増加し、鉄道の割合は1.1ポイント減少しています。

（2）鉄道利用の推移

◆ 鉄道トリップ数の平成22年からの推移を見ると、神戸市全体では約12%減少しています。区別では
全ての区で減少しており、特に西区と北区の減少幅が大きく、20～25％の減少幅となっています。

（3） 自動車利用の推移

◆ 自動車トリップ数の平成22年からの推移を見ると、神戸市全体では約16%減少しています。区別
では特に灘区、中央区の減少幅が大きく、約25％の減少幅となっています。

◆ 性別・年齢階層別の自動車分担率を見ると、男性では25～39歳、女性では20～29歳での減少
が目立つ一方、男性では70歳以上、女性では55歳以上で増加しています。

（4） 徒歩利用の推移

◆ 区別の徒歩トリップ数の平成22年からの推移を見ると、すべての区で減少しており、中でも特に西
区、北区の減少幅が大きい一方、中心市街地の中央区ではわずかな減少にとどまっています。

◆ 高齢者（65歳以上）の人口の平成22年からの推移を見ると、前期高齢者（65～74歳）は16％、
後期高齢者（75歳以上）は41％の増加となっていますが、高齢者のトリップ数の推移は、前期高
齢者は2％、後期高齢者は36％の増加となっており、人口の増加幅を下回っています。

◆ 高齢者の代表交通手段構成の平成22年からの推移を見ると、前期高齢者では自動車の割合が3.8
ポイント増加し、徒歩の割合が4.4ポイント減少した結果、自動車と徒歩の分担率が逆転しています。

◆ 後期高齢者も同様の傾向で自動車の割合が5.3ポイント増加し、徒歩の割合が3.3ポイント減少し
ていますが、依然として徒歩が最大の分担率になっています。

◆ 高齢者の自動車トリップにおける運転者属性構成比を区別に見ると、前期高齢者に比べて、後期高
齢者では「自分で運転する」割合が低く、「家族に送迎してもらう」や「その他」の割合が高い区が
多くなっていますが、中央区では後期高齢者の「自分で運転する」割合が前期高齢者を5ポイント以
上上回っています。また、中央区、北区、須磨区、兵庫区では、「自分で運転する」後期高齢者が、神
戸市平均以上の割合となっています。

◆ 高齢者の外出率の平成22年からの推移を区別に見ると、灘区以外のすべての区で減少していま
す。神戸市全体では約3ポイント減少している中で、特に減少が大きいのは兵庫区で、7ポイント減
少しています。

◆ 高齢者の自動車分担率の平成22年からの推移を区別に見ると、すべての区で増加しています。神戸市
全体では約4ポイント増加している中で、特に増加が大きいのは北区で、約8ポイント増加しています。
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ここでは、本パンフレットに掲載している各項目について、結果の概要や特徴的な交通実態を示します。
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●区別の人口推移を見ると、平成22年から令
和3年にかけて、東灘区から兵庫区にかけ
ての東部で増加しており、特に中央区の増
加が多くなっています。

●一方で、長田区～垂水区の西部と西区、北
区の内陸部では減少しています。

●区別人口の高齢化率の推移を見ると、平成
22年から令和3年にかけて、すべての区で
高齢者の割合が増加しており、中央区と兵
庫区以外は増加割合も大きくなっていま
す。
●特に、須磨区、西区、北区といった住宅団地
を含む地域の高齢化率の増加が目立ちま
す。
●また、平成22年では高齢化率30%を超え
ていたのは長田区だけでしたが、令和3年
では東灘区、灘区、中央区以外はすべて
30%を超え、長田区と須磨区は35%に達
しています。

神戸市の概要（1/2）

◆ 区別の夜間人口（5歳以上）の推移

注）四捨五入のため、区別の合計が神戸市計の数値と一致しない場合があります

◆ 区別の高齢化率の推移◆ 夜間人口（5歳以上）の年齢構成比の推移

注）四捨五入のため、内訳の合計が100％とならない場合があります。 高齢化率：夜間人口（5歳以上）に対する高齢者（65歳以上）人口の割合

◆ 夜間人口（5歳以上）の推移

●神戸市居住者の人口は、平成22年から令
和3年にかけてほぼ変化はありません。

●年齢構成比の推移を見ると、平成22年から
令和3年にかけて高齢者（65歳以上）の割
合は約7ポイント増加しており、15～64歳
では約6ポイントの減少、15歳未満の若年
層の割合はわずかな減少となっています。

夜間人口の推移１
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資料：2010年…国勢調査
2020年～2040年…「兵庫県将来推計人口（2019年11月）」（兵庫県企画県民部）

資料：2010年…国勢調査
2020年～2040年…「兵庫県将来推計人口（2019年11月）」（兵庫県企画県民部）

資料：2010年…国勢調査
2020年～2040年…「兵庫県将来推計人口（2019年11月）」（兵庫県企画県民部）

神戸市の概要（2/2）

◆ 区別の将来の高齢者人口の推移

◆ 区別の生産年齢人口の推移

◆ 区別の将来人口の推移

●神戸市全体の将来人口については、令和2
（2020）年から令和22（2040）年にかけ
て、約225千人（約15％）減少すると見込
まれています。
●区別の将来人口の推移を見ると、中央区のみ
令和2年（2020年）から令和12年（2030
年）までは増加しますが、その他の8区では
すべて減少が進むと見込まれています。
●最も減少幅が大きいのは北区であり、20年
後に約55千人（約26％）減少すると見込
まれています。

●神戸市全体の将来の生産年齢人口について
は、令和2年（2020年）から令和22年
（2040年）にかけて約226千人（約25％）
減少すると見込まれています。
●区別の将来の生産年齢人口の推移を見る
と、中央区のみ令和2年（2020年）から令
和12年（2030年）までは増加しますが、
その他の8区ではすべて減少が進むと見込
まれています。
●最も減少幅が大きいのは北区であり、20年
後には約47千人（約41％）減少すると見
込まれています。

●神戸市全体の将来の高齢者人口については、
令和2年（2020年）から令和22年（2040
年）にかけて約51千人（約11％）増加し、
50万人を超えると見込まれています。
●区別の将来の高齢者人口の推移を見ると、
令和2年（2020年）から令和22年
（2040年）にかけて長田区では約1千人
（約5％）減少、須磨区では約1千人（約
2％）減少し、他の区では増加すると見込ま
れています。
●最も増加幅が大きいのは東灘区であり、20
年後には約17千人（約30％）増加すると
見込まれています。

将来人口の推移2
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14
30

119

1531

940

52

39

34 31

11

3012
17

32
34

34

11

18

51 40
55

9

12

85

14

248

167

49

21

335
58

北区
（北部）

灘区

東灘区

兵庫区

中央区

長田区

須磨区

垂水区

西区

北区
（南部）

阪神
内陸

京都市丹波

阪神
臨海

大阪市

北大阪

東部
大阪

淡路

東播

西播

注）概ね9千トリップ /日以上を図示

凡　例
（トリップ数）

単位　：千トリップ/日

20未満
20～50
50以上

2.80
2.68

2.18 2.07 2.20
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◆ 区間流動量（平日：流動量 令和3年）

神戸市全体の人の動き（1/3）

◆ 発生集中量の推移（平日）

◆ 生成原単位の推移（平日：年齢階層別）

◆ 外出率の推移（平日：年齢階層別）

●神戸市の平日の発生集中量の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて16％
の減少となっています。

●年齢階層別の平日の生成原単位の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、す
べての年齢階層において減少しており、特
に20～29歳の若年層の減少割合が大きく
なっています。
●学生・生徒層（10～19歳）や生産年齢の
中心層（35～44歳）、高齢層では、減少割
合が比較的小さくなっています。

●年齢階層別の平日の外出率の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて、すべ
ての年齢階層で減少しています。
●特に20～24歳の減少が顕著にみられま
す。

総トリップ数と
1人当たりトリップ数

1 ●平日の区間流動量を見ると、中央区を中心
としたトリップが多いことが分かります。そ
の他では、東灘区と灘区の間や、西区と須
磨区、垂水区、須磨区と垂水区、長田区等の
隣接地域間のトリップも多くなっています。
また、神戸市と市外の流動量を見ると、東播
や阪神臨海、大阪市との間のトリップが多く
なっています。
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5,060 4,339

<0.86>

0

2,000

4,000

6,000

平成22年 令和3年

23

19
29

38

26

2224
11

27 50

16

27

15

9

16

49 37
44

72

14

165

91

35

19

253

20

北区
（北部）

灘区

東灘区

兵庫区

中央区

長田区

須磨区

垂水区

西区

北区
（南部）

阪神
内陸

京都市丹波

阪神
臨海

大阪市

北大阪

東部
大阪

淡路

東播

西播

注）概ね9千トリップ/日以上を図示

凡　例
（トリップ数）

単位　：千トリップ/日

20未満
20～50
50以上

2.09
1.81

1.25
1.44

1.63
1.80 1.87 1.95 2.03 1.97 1.91 1.75

1.74
1.42

0.88

1.46
1.30

0.89

1.20
1.40 1.47

1.60
1.76 1.65 1.65 1.77 1.69 1.61

1.39

0.93

1.67
1.42

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

平成22年 令和3年

単位：トリップ/人日

5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 年齢計

68.4
64.7

49.0
55.0

58.9 61.6 63.8
65.3 67.6 66.8 65.9 62.4 61.5

53.4

35.0

56.6
51.2

35.5

46.0
51.9 51.8

56.7
62.7

58.7 58.8
61.6

58.2 56.5
52.9

37.5

58.9

52.2

0

20

40

60

80

100

平成22年 令和3年

単位：％

5～9歳 10～14歳 15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 75歳以上 年齢計

神戸市全体の人の動き（2/3）

◆ 区間流動量（休日：流動量 令和3年）◆ 発生集中量の推移（休日）

◆ 生成原単位の推移（休日：年齢階層別）

◆ 外出率の推移（休日：年齢階層別）

●神戸市の休日の発生集中量の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて14％
の減少となっており、休日トリップの減少割
合は平日よりも少し小さいことが分かりま
す。

●年齢階層別の休日の生成原単位の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、75
歳以上を除くすべての年齢階層において減
少しており、特に19歳以下の減少割合が大
きくなっています。
●高齢層では、減少割合は小さくなっていま
す。

●年齢階層別の休日の外出率の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて、75歳
以上を除くすべての年齢階層で減少してい
ます。
●特に10代の減少割合幅が大きく、15～19
歳では約13ポイントの減少幅になってお
り、20歳以降の他の年齢階層と比べて外出
率の減少が目立っています。

●休日の区間流動量を見ると、平日と同様に
中央区を中心としたトリップと隣接地域間
のトリップが多いことが分かります。ただ
し、トリップ数は平日と比較して少なくなっ
ています。神戸市と市外の流動量も平日同
様の傾向が見られます。
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目的別及び
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2

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

◆ 目的構成比の推移（平日・発生量） ◆ 目的構成比の推移（休日・発生量）

●平日の発生量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、平成22年から令和3年
にかけて、出勤目的の割合が増加する一方
で、業務目的や自由目的では減少していま
す。

◆ 目的構成比の推移（平日・集中量）

◆ 代表交通手段構成比の推移（平日・発生集中量）

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

◆ 目的構成比の推移（休日・集中量）

◆ 代表交通手段構成比の推移（休日・発生集中量）

●平日の集中量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、発生量と同様に平成22
年から令和3年にかけて、出勤目的の割合
が増加する一方で、業務目的や自由目的で
は減少しています。

●平日の発生集中量におけるトリップの代表
交通手段構成比の推移を見ると、平成22年
から令和3年にかけて大きな変化は見られ
ませんが、鉄道の割合がわずかに増加し、自
動二輪･原付、自転車の割合がわずかに減
少しています。

●休日の発生量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、平成22年から令和3年
にかけて、いずれの目的においても大きな
変化は見られません。

●休日の集中量におけるトリップの目的構成
比の推移を見ると、発生量と同様に平成22
年から令和3年にかけて大きな変化は見ら
れません。

●休日の発生集中量におけるトリップの代表
交通手段構成比の推移を見ると、平成22年
から令和3年にかけて、徒歩と自転車の割
合が増加し、鉄道、バス、自動車、自動二輪・
原付の割合が減少しています。その中では、
徒歩の増加と自動車の減少がやや大きく
なっています。

神戸市全体の人の動き（3/3）
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◆ 目的別の代表交通手段トリップ数の推移

◆ 目的別の代表交通手段構成比の推移

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

注）四捨五入のため、内訳の合計と総量が一致しない場合があります

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

◆ 年齢階層別の代表交通手段構成比の推移

●年齢階層別の代表交通手段構成比の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて、
自動車の割合は20～44歳では減少してい
る一方で、70歳以上では5ポイント以上増
加しています。

●減少幅が大きいのは、25～29歳と30～
34歳であり、約5～8ポイントの減少となっ
ています。
●この傾向は前回調査時と同様であり、若者
層のクルマ離れと高齢者のクルマ利用の増
加の傾向が続いていると考えられます。

●目的別の代表交通手段別トリップ数の推移
を見ると、平成22年から令和3年にかけ
て、出勤目的では大きな変化は見られませ
ん。一方、自由目的では自動車が約100千
トリップエンド/日減少、鉄道が約70千ト
リップエンド/日、徒歩が約150トリップエン
ド/日の減少となっています。
●業務目的は最も減少幅が大きく、自動車は
約120千トリップエンド/日の減少となって
います。

●目的別の代表交通手段構成比の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて、出勤
目的では鉄道の割合が2.1ポイント増加し、
登校目的では3.7ポイント減少しています。
一方、自由目的では自動車の割合が1.6ポ
イント増加し、鉄道の割合は1.1ポイント減
少しています。
●業務目的においては、自動車の割合が6.1
ポイントの増加となっており、全体の中で最
大の増加幅となっています。

目的別に見た利用交通手段1 年齢別に見た利用交通手段2

交通手段別の人の動き（1/5）
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●区別のバストリップ数の推移を見ると、平成
22年から令和3年にかけて、すべての区で
減少しており、神戸市全体では約85千ト
リップエンド/日（約25％）減少しています。
●特に、長田区、灘区、兵庫区、中央区、北区の
減少幅が大きくなっています。

●男性の年齢階層別のバス分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、24
歳以下の若年層での増加と、70歳以上の
高齢層での減少が見られ、15～19歳では
唯一、バス分担率が10%を上回っています。

●女性の年齢階層別のバス分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、25
～29歳以外のほとんどの年代で減少して
います。特に、15～19歳、および55歳以
上の高齢層で大きく減少しています。

●区別の鉄道トリップ数の推移を見ると、平成
22年から令和3年にかけて、すべての区で
減少しており、神戸市全体では約200千ト
リップエンド/日（12％）減少しています。
●特に、西区と北区の減少幅が大きく、20～
25％の減少幅となっています。

●男性の年齢階層別の鉄道分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、40
～54歳や75歳以上などでわずかに減少し
ている以外、多くの年齢階層で増加してい
ます。特に、25～29歳では16ポイント以
上、30～34歳では10ポイント以上増加し
ています。

●女性の年齢階層別の鉄道分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、5～
9歳と70～74歳でわずかに減少している
以外、多くの年齢階層で増加しています。特
に、20～24歳では約12ポイントの増加、
45～54歳では約7ポイントの増加となって
います。

鉄道利用の推移3 バス利用の推移4

交通手段別の人の動き（2/5）

注）四捨五入のため、区別の合計が神戸市計の数値と一致しない場合があります

◆ 区別の鉄道発生集中量の推移 ◆ 区別のバス発生集中量の推移

◆ 年齢階層別の鉄道分担率の推移（男性）

◆ 年齢階層別の鉄道分担率の推移（女性）

注）四捨五入のため、区別の合計が神戸市計の数値と一致しない場合があります

◆ 年齢階層別のバス分担率の推移（男性）

◆ 年齢階層別のバス分担率の推移（女性）
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●男性の年齢階層別の免許保有率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、50
歳以上での増加が見られ、35～69歳では
保有率が90％を上回っています。

●女性の年齢階層別の免許保有率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、30
歳以上では増加しています。30～59歳ま
では保有率が80％を上回っています。特に、
65～69歳では約30ポイント増加していま
す。

●区別の自動車トリップ数の推移を見ると、平
成22年から令和3年にかけて、すべての区
で減少しており、神戸市全体では約290千
トリップエンド/日（約16％）減少していま
す。
●特に、灘区、中央区の減少幅が大きく、約
25％の減少幅となっています。
●最も利用量の多いのは西区であり、減少幅
は小さくなっています。

●男性の年齢階層別の自動車分担率の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて、
25～39歳での減少が目立ち、25～34歳
では10ポイント以上減少しています。一方
で、70歳以上の高齢層では増加していま
す。

●女性の年齢階層別の自動車分担率の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて、
20～29歳代と40～44歳では減少が目立
ちますが、55歳以上では大きく増加してい
ます。特に、70～74歳では約10ポイント増
加しています。

自動車利用の推移5

交通手段別の人の動き（3/5）

注）四捨五入のため、区別の合計が神戸市計の数値と一致しない場合があります

◆ 区別の自動車発生集中量の推移 ◆ 年齢階層別の免許保有率の推移（男性）

◆ 年齢階層別の自動車分担率の推移（男性）

◆ 年齢階層別の自動車分担率の推移（女性）

◆ 年齢階層別の免許保有率の推移（女性）
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●区別の徒歩トリップ数の推移を見ると、平成
22年から令和3年にかけて、すべての区で
減少しており、神戸市全体では330千トリッ
プエンド/日（約16％）減少しています。
●特に、西区、北区の減少幅が大きく、一方で、
中心市街地の中央区では、わずかな減少に
とどまっています。

●男性の年齢階層別の徒歩分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、20
～49歳でわずかに分担率が増加し、50歳
以上ではわずかに減少する傾向が見られま
す。

●女性の年齢階層別の徒歩分担率の推移を見
ると、平成22年から令和3年にかけて、25
歳以上の年齢階層ではほぼ分担率が減少し、
45歳以上では約5ポイント以上の減少が見
られます。

●区別の自転車トリップ数の推移を見ると、平
成22年から令和3年にかけて、垂水区以外
のすべての区で減少しており、神戸市全体
では90千トリップエンド/日減少していま
す。
●特に、元々利用量の少ない北区の減少幅が
大きく、西区や兵庫区、中央区でも減少がみ
られます。

●男性の年齢階層別の自転車分担率の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて、
25～44歳以外は多くの年齢階層で減少し
ています。特に大きく減少しているのが10
～14歳で、約6ポイントの減少となっていま
す。また、40～59歳より、60歳以上の方
が、自転車分担率が高くなっています。

●女性の年齢階層別の自転車分担率の推移を
見ると、平成22年から令和3年にかけて、
35～59歳で増加しており、特に35～44
歳では約3～4ポイントの増加となっていま
す。
●一方で、20～24歳は約4ポイント減少して
います。また、女性は男性と違って、40歳以
上では年齢が高くなるにつれて、自転車分
担率が低下する傾向が見られます。

自転車利用の推移6

交通手段別の人の動き（4/5）

注）四捨五入のため、区別の合計が神戸市計の数値と一致しない場合があります

◆ 区別の自転車発生集中量の推移 ◆ 区別の徒歩発生集中量の推移

◆ 年齢階層別の自転車分担率の推移（男性）

◆ 年齢階層別の自転車分担率の推移（女性） ◆ 年齢階層別の徒歩分担率の推移（女性）

注）四捨五入のため、区別の合計が神戸市計の数値と一致しない場合があります

◆ 年齢階層別の徒歩分担率の推移（男性）

徒歩利用の推移7
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自動二輪・

原付

自転車

徒歩
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5
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6
〜
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7
〜
8㎞

8
〜
9㎞

9
〜
10㎞

10㎞
以
上

3.9

6.3

4.2

3.3

4.2

5～9歳

8.6

11.1

9.9

9.8

9.2

10歳代
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8.8

7.0

9.9
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10.1

30歳代
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13.6

12.2

14.3

40歳代

15.4

15.3

15.8

18.0

15.6

50歳代

11.6

10.4

14.1

12.6

12.6

60歳代

23.2

25.2

24.6

28.1

24.2

70歳以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既成市街地

山麓部

ニュータウン

田園地域

神戸市計

単位：％

31.0

25.5

23.8

13.6

27.0

鉄道

3.9

7.4

4.1

2.5

4.4

バス

18.6

24.5

37.4

62.6

27.6

自動車

2.7

3.0

2.3

1.8

2.7

自動二輪・
原付

10.1

7.1

5.5

3.5

7.6

自転車

33.3

31.8

26.2

14.9

30.0

徒歩

0.1

0.2

0.2

0.0

0.2

その他

0.4

0.5

0.5

1.2

0.5

不明

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既成市街地

山麓部

ニュータウン

田園地域

神戸市計

単位：％

●移動距離帯別の代表交通手段構成を見る
と、1kmまでは徒歩が全体の70%を占め
ていることが分かります。
●1～2kmになると徒歩は約40%に減少し、
自動車が約30%になります。
●2～3kmでは徒歩が10%、自動車が40%
以上と逆転し、バスが10%以上で徒歩を上
回ります。
●3～5kmの距離帯においては、自動車に次
いで、鉄道が30%近くを占めるようにな
り、5km以上では鉄道が50%近くなって最
大の構成比を占めるようになります。

交通手段別の人の動き（5/5）

◆ 移動距離帯別の代表交通手段構成（神戸市計）

●既成市街地、山麓部、ニュータウン、田園地
域の4地域における居住者の年齢構成を比
較すると、田園地域において60歳以上の割
合が他地域と比べて最も高くなっていま
す。また、20歳代、30歳代の割合に着目す
ると、既成市街地が最も高く、田園地域が最
も低くなっています。
●また田園地域では、50歳代の割合が、他の
地域と比べて最も高くなっています。

●4地域の代表交通手段構成を見ると、田園
地域では自動車の割合が約60%を占めて
おり、他の地域と比べて著しく高くなってい
ます。
●またニュータウンでも自動車の割合が40%
近くを占めています。

●既成市街地では、自動車よりも鉄道の割合
の方が高く、30%を上回っています。

●山麓部については、鉄道と自動車の割合が
ほぼ同程度になっていますが、他の地域と
比べてバスの割合が高く、神戸市平均を3
ポイント上回っています。

◆ 地域別居住者の年齢構成

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

◆ 地域別の代表交通手段構成

◆ 地域別の年齢構成と代表交通手段構成

◆ 地域の区分図

出典：神戸市総合交通計画

神戸市における地域別の傾向を把握するために、「都心・ウォーターフロント」「既成市街地（含む臨海工業地域）」
「山麓部」「ニュータウン（含む内陸工業・産業用地及び海上都市）」「田園地域」「観光地（一部山林も含む）」に
区分し、そのうち「既成市街地」「山麓部」「ニュータウン」「田園地域」の４地域について、年齢構成及び代表交通
手段構成を整理しています。

N

都心・ウォーターフロント
既成市街地（含む臨海工業地域）
山麓部
ニュータウン
（含む内陸工業・産業用地および海上都市）

田園地域
観光地（一部山林も含む 　　）

凡  例

鉄道
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11.9

10.3
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4.9
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0.1

0.3

0.6
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0.2

0.6

0.2

1.4
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令和3年

単位：%
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前
期
高
齢
者

後
期
高
齢
者
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66.9
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79.0
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70.8

70.9
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62.3

61.2
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47.6
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自分

12.2

11.5

21.1

5.1

9.4

15.3

21.6

17.1

17.8

16.6

14.6

20.4

7.9

7.7

8.8

17.1

17.8

21.7

12.7

15.7

家族

5.0

5.7

4.8

4.9

5.6

6.5

2.2

3.0

3.9

4.0

15.1

30.4

16.3

16.0

21.0

7.9

25.2

11.4

7.4

14.4

その他

2.7

4.1

7.2

6.8

5.9

5.1

5.4

9.1

6.9

6.6

20.1

1.9

3.0

14.0

9.1

8.3

9.4

6.7

7.3

8.6

不明

0 20 40 60 80 100

東灘区

灘区

中央区

兵庫区

長田区

須磨区

垂水区

西区

北区

神戸市計

東灘区

灘区

中央区

兵庫区

長田区

須磨区

垂水区

西区

北区

神戸市計

単位：%

前期高齢者：65～74歳 後期高齢者：75歳以上

前
期
高
齢
者

後
期
高
齢
者

◆ 区別の自動車トリップの運転者属性構成比（高齢者）

●高齢者（65歳以上）の人口の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて、前期
高齢者（65～74歳）は16％、後期高齢者
（75歳以上）は41％の増加となっていま
す。

●高齢者のトリップ数の推移を見ると、平成
22年から令和3年にかけて、前期高齢者は
2％、後期高齢者は36％の増加となってお
り、人口の増加幅を下回っています。

●高齢者の代表交通手段構成の推移を見る
と、平成22年から令和3年にかけて、前期
高齢者では自動車の割合が3.8ポイント増
加し、徒歩の割合が4.4ポイント減少した結
果、自動車と徒歩の分担率が逆転していま
す。
●後期高齢者も同様の傾向で、自動車の割合
が5.3ポイント増加し、徒歩の割合が3.3ポ
イント減少していますが、依然として徒歩が
最大の分担率になっています。

●高齢者の自動車トリップにおける運転者属
性構成比を区別に見ると、前期高齢者に比
べて、後期高齢者では「自分で運転する」割
合が低く、「家族に送迎してもらう」や「その
他」の割合が高い区が多いことが分かりま
す。
●その中で、中央区は後期高齢者の「自分で
運転する」割合が前期高齢者を5ポイント以
上上回っているのが特徴的です。

●中央区、北区、須磨区、兵庫区では、「自分
で運転する」後期高齢者が、神戸市平均以
上の割合となっています。

高齢者の動き（1/2）

注）四捨五入のため、内訳の合計が100%とならない場合があります

◆ 夜間人口の推移（高齢者）

◆ 発生集中量の推移（高齢者）

◆ 代表交通手段構成の推移（高齢者）
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◆ 区別の外出率の推移（高齢者）

●高齢者の外出率の推移を区別に見ると、平
成22年から令和3年にかけて、灘区以外は
すべての区で減少しています。
●神戸市全体では約3ポイント減少している中
で、特に減少が大きいのは兵庫区で、7ポイ
ント減少しています。

●高齢者の自動車分担率の推移を区別に見る
と、平成22年から令和3年にかけて、すべ
ての区で増加しています。
●神戸市全体では約4ポイント増加している中
で、特に増加が大きいのは北区で、約8ポイ
ント増加しています。

●高齢者のうち、外出に関する困難ありと回
答した人の割合を区別に見ると、平成22年
から令和3年にかけて、長田区と垂水区で
は約1ポイント増加し、それ以外の区では減
少しています。
●神戸市全体では約2ポイント減少している中
で、特に減少が大きいのは東灘区と灘区
で、東灘区では約6ポイント、灘区では約5
ポイント減少しています。

高齢者の動き（2/2）

◆ 区別の自動車分担率の推移（高齢者）

◆ 区別の外出に関する困難のある人の割合の推移（高齢者）
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●ほぼ毎日実施されていた活動（通勤・通学、
食品・日用品の買い物）においては、調査時
点では感染拡大前より活動頻度が低下して
おり、収束後には頻度が上昇するものの、感
染拡大前の頻度には及ばない見込みとなっ
ています。

●宿泊を伴う観光・旅行活動においては、感染
拡大前は「年に数回程度」が5割以上を占め
ていましたが、コロナ禍の調査時点では大幅
に減っています。収束後には頻度が調査時点
から大きく上昇するものの、感染拡大前の頻
度には及ばない見込みとなっています。

新型コロナウイルス感染拡大による影響

新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出頻度の変化（日常的な活動）

注）感染拡大前：令和2年1月「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」、
同年3月「世界的大流行（パンデミック）」の宣言以前の通常期
R3.10調査時点:緊急事態宣言がなされておらず、陽性者数が一定程度減少した時期
収束後の見込み：自分の意思で自分の活動等を選択することができる状況　　

  （新型コロナウイルスの影響に関する補完調査）

新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出頻度の変化（非日常的な活動）

注）感染拡大前：令和2年1月「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」、
同年3月「世界的大流行（パンデミック）」の宣言以前の通常期
R3.10調査時点:緊急事態宣言がなされておらず、陽性者数が一定程度減少した時期
収束後の見込み：自分の意思で自分の活動等を選択することができる状況　　

（新型コロナウイルスの影響に関する補完調査）
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第６回近畿圏パーソントリップ調査では、新型コロナウイルス感染症に関する補完調査として外出
状況の変化（活動頻度や移動手段の行動の変化）について、神戸市全体で3,366人の方に感染拡
大前と調査時点で活動の種類ごとにどのくらいの頻度で行っているか、また収束後にはどのくら
いの頻度で行うと思うかを調査し、回答をいただきました。なお、収束後の見込みに関しては、回答
者の想定によるものです。

非日常的な活動の頻度2日常的な活動の頻度１
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12.7

16.8

33.0

31.9

33.8

29.4

36.5

32.5

3.3

4.0

3.6

12.4
0.6
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ほぼ毎日 2-3日に1回 月に1-3回 月に1回以上 ほとんどない・全くない 無回答

n=3,366
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0.3
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通勤・通学
ほぼ毎日 2-3日に1回 月に1-3回 月に1回以上 ほとんどない・全くない 無回答

n=3,366
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81.2
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宿泊を伴う観光・旅行
n=3,366

月に1回程度 年に数回程度 ほとんどない・全くない 無回答月に2回程度以上



調査票（世帯票）

世帯票 解説表
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個人票（平日） 個人票（休日）

調査票（個人票）
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